
3月上旬、インターネット上に会議録
を掲載する予定です。質問・答弁の詳
細につきましては「飯山市議会ホーム
ページ」より「会議録」でご覧ください。
http://gikai.city.iiyama.nagano.
jp/kaigiroku/index.html
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活 

動 

報 

告
■
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
一
部
採
択
。

■
審
査
に
お
け
る
意
見

　
「
地
域
間
格
差
の
な
い
公
共

事
業
を
国
が
責
任
を
も
っ
て
行

う
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は

賛
同
で
き
る
が
、
公
契
約
法
の

内
容
が
不
明
で
あ
る
。

　
●
産
業
建
設
委
員
会

○
議
案
審
査

　
補
正
予
算
案
６
件
、
事
件
案

５
件
の
計
11
議
案
。

　
■
審
査
結
果

　

全
議
案
と
も
全
員
一
致
で
、

可
決
又
は
承
認
。

○
請
願
審
査

　
請
願
７　
米
価
の
安
定
対
策

を
求
め
る
請
願

■
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
一
部
採
択
と
し
、

意
見
書
を
提
出
。

■
審
査
に
お
け
る
意
見

　
請
願
趣
旨
に
つ
い
て
は
賛
同

で
き
る
部
分
が
あ
る
が
、
請
願

■
審
査
結
果

　

全
議
案
と
も
全
員
一
致
で
、

認
定
・
可
決
又
は
承
認
。

■
審
査
に
お
け
る
意
見

　
・
飯
山
市
税
条
例
の
一
部
改

正
で
は
、
高
齢
者
の
国
民
健
康

保
険
税
を
年
金
か
ら
徴
収
す
る

こ
と
と
な
る
も
の
で
、
こ
れ
は

国
の
法
律
改
正
に
伴
う
も
の
で

あ
り
、
市
で
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
が
、
苦
労
し
て
納
め
た
年

金
か
ら
介
護
保
険
料
、
国
民
健

康
保
険
税
等
を
徴
収
さ
れ
て

は
、
年
金
支
給
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。

　
・
飯
山
雪
ま
つ
り
事
業
で
は
、

補
助
金
増
額
が
議
案
上
程
前

か
ら
決
定
さ
れ
た
か
の
よ
う
な

話
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
法

律
で
定
め
ら
れ
た
議
会
の
権
限

を
軽
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
注
意
さ
れ
た
い
。

○
陳
情
審
査

　
陳
情
第
９
号　
防
災
・
生
活

関
連
整
備
の
地
域
間
格
差
を
無

く
し
、
安
全
安
心
な
公
共
事
業

を
国
の
責
任
で
実
施
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書

事
項
に
つ
い
て
は
政
府
の
緊
急

対
策
で
方
向
性
が
明
確
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
意
見
書
の
実
現
の
可
能

性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
文
章

表
現
を
修
正
す
る
こ
と
が
好
ま

し
い
。

　
●
社
会
文
教
委
員
会

○
議
案
審
査

　
補
正
予
算
案
５
件
、
条
例
案

２
件
の
計
７
議
案
。

■
審
査
結
果

　

全
議
案
と
も
全
員
一
致
で
、

可
決
。

○
陳
情
審
査
（
４
件
）

　

陳
情
５　

後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
中
止
・
撤
回
を
求
め

る
陳
情

　　
陳
情
６　
「
看
護
師
等
の
人

材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
の
改
正
を
求
め
る
陳
情
書

　　
陳
情
７　
深
刻
な
医
師
不
足

を
打
開
す
る
た
め
の
法
律
制
定

を
求
め
る
陳
情
書

　
●
総
務
委
員
会

○
議
案
審
査

　
補
正
予
算
案
２
件
、
条
例
案

３
件
の
計
５
議
案
。

　
　
(2)
農
政
問
題
に
つ
い
て

　
　
(3)
後
期
高
齢
者
医
療
保

　
　
険
に
つ
い
て

　
　
(4)
同
和
問
題
に
つ
い
て

■
水
野
晴
光
議
員

　
１　
千
曲
川
防
災
に
つ
い
て

　
　
(1)
堤
防
強
化
の
状
況
に
つ

　
　
い
て

　
　
(2)
今
井
川
と(
県)
箕
作

　
　
飯
山
線
に
つ
い
て

　
　
(3)
河
川
敷
の
立
木
伐
採

　
　
に
つ
い
て

　
２　
飯
山
市
後
期
基
本
計

　
　
画
に
つ
い
て

　
　
(1)
定
住
人
口
増
加
に
向

　
　
け
て

　
　
(2)
産
業
の
活
性
化
に
つ
い

　
　
て

　
　
(3)
新
幹
線
関
連
に
つ
い
て

　
３　
ス
キ
ー
振
興
に
つ
い
て

　
　
(1)
小
・
中
学
校
の
ス
キ
ー

　
　
選
手
の
減
少
に
つ
い
て

　
　
(2)
ス
キ
ー
教
室
に
つ
い
て

　
　
(3)
ス
キ
ー
伝
来
１
０
０
周

　
　
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
４　
行
政
運
営
か
ら
民
間
運

　
　
営
へ
の
移
行
に
つ
い
て

　
　
(1)
外
様
保
育
園
の
後
利

　
　
用
に
つ
い
て

　
　
(2)
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

　
　
等
に
つ
い
て

 　

 

(3)
他
の
施
設
の
民
間
移
行

　　
陳
情
８　
保
険
で
よ
り
よ
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

■
審
査
結
果

　
陳
情
５　
不
採
択
。

　
陳
情
６　
趣
旨
採
択
。

　

陳
情
７　
一
部
採
択
と
し
、

意
見
書
を
提
出
。

　
陳
情
８　
不
採
択
。

■
審
査
に
お
け
る
意
見

　

陳
情
６　
「
看
護
師
等
の

･･･

」
に
つ
い
て
、
看
護
師
の
増

員
に
は
賛
同
で
き
る
が
、
む
や

み
に
医
療
従
事
者
の
増
員
や

配
置
基
準
の
見
直
し
等
を
行
っ

た
場
合
、
医
療
保
険
で
の
負
担

が
増
大
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。

　　
陳
情
８　
保
険
で
よ
り
よ
い

･･･

に
つ
い
て
は
、
歯
科
診
療

は
保
険
の
対
象
外
の
特
別
な
義

歯
や
治
療
が
多
く
行
わ
れ
て
お

り
、
保
健
医
療
を
拡
大
す
る
こ

と
は
、
医
療
保
険
料
の
上
昇
に

も
つ
な
が
り
、
か
つ
安
易
に
対

象
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
、
口

腔
予
防
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、

ま
す
ま
す
悪
循
環
と
な
る
こ
と

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　
　
に
つ
い
て

■
小
林
洋
之
議
員

　
１　
人
口
減
対
策
に
つ
い
て

　
　
(1)
子
ど
も
に
特
化
し
た

　
　
対
策
に
つ
い
て

　
　
(2)
入
居
家
族
へ
の
支
援
対

　
　
策
に
つ
い
て

　
　
(3)
足
も
と
の
教
育
対
策
に

　
　
つ
い
て

　
　
(4)
生
き
生
き
と
し
た
集
落

　
　
対
策
に
つ
い
て

　
　
(5)
地
元
企
業
へ
の
雇
用
対

　
　
策
に
つ
い
て

■
竹
井
政
志
議
員

　
１　
新
年
度
予
算
編
成
に
つ

　
　
い
て

　
　
(1)
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
　
(2)
同
和
対
策
事
業
に
つ
い

　
　
て

　
　
(3)
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

　
　
い
て

　
　
(4)
学
力
テ
ス
ト
問
題
に
つ

　
　
い
て

◇ 

1
月
臨
時
会 

◇

　

平
成
20
年
１
月
臨
時
会
は
、

１
月
９
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、原
油
高

に
よ
り
灯
油
代
の
高
騰
を
受
け
、

低
所
得
の
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
世
帯
に
灯
油
代
を
支
援
す

る
と
し
て
、飯
山
市
福
祉
灯

油
代
支
援
事
業（
事
業
費

計
１
千
万
円
）を
盛
り
込
ん
だ一

般
会
計
補
正
予
算
案
１
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
文
教
委
員
会
で
の
審
議

を
経
て
、原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

民生用灯油 ( 給油所以外 ) 県内価格推移
　　　　　　　（消費税込み店頭価格）

　
２
月

05
年

　
１
月

06
年

　
１
月

07
年

　
１
月

08
年

円 /18リットル2,000

1,500

1,000

  500

 

●
委
員
会
審
査

◇
長
野
県
特
別
豪
雪
地

帯
指
定
市
町
村
議
会
協

議
会
◇

　
平
成
20
年
２
月
５
日
、
長
野

県
特
別
豪
雪
地
帯
指
定
市
町

村
議
会
協
議
会
（
以
下
、「
特

豪
協
」）
の
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
特
豪
協
は
、
県
内
で

特
別
豪
雪
地
帯
の
指
定
を
受

け
た
10
の
市
町
村
議
会
で
構
成

し
、
飯
山
市
が
会
長
を
務
め
、

豪
雪
地
域
に
暮
ら
す
住
民
と
し

て
、
実
情
な
ど
様
々
な
問
題
を

国
・
県
へ
訴
え
か
け
た
り
、
相

互
の
情
報
交
換
・
連
携
協
力
を

目
的
と
し
て
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
総
会
に
お
い
て
、
当
市
が

提
案
し
た
「
冬
期
交
通
困
難
箇

所
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
」
が

原
案
の
と
お
り
決
議
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
「
道
路
特
定
財
源
の

堅
持
に
関
す
る
決
議
」
が
道
路

■
委
員
会
審
査

　

審
査
結
果　

全
員一致
で
可

決
。

　
審
査
に
お
い
て
は
、次
の
よ
う

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
・
申
請
に
つい
て
は
個
人
情
報

に
十
分
注
意
を
払
い
、３
月
10

日
締
め
切
り
と
さ
れ
て
い
る
が
、

漏
れ
落
ち
の
な
い
よ
う
周
知
徹

底
を
図
り
、か
つ
早
急
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

　
・
今
回
は
生
活
支
援
と
し
て

現
金
で
の
給
付
と
さ
れ
て
い
る

が
、
市
内
へ
の
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
る
灯
油
券
の
ほ
う
が
よ

かっ
た
の
で
は
な
い
か
。

グラフは（財）日本エネルギー研究所石油情報センター
が毎月10日実施している月次調査の数値をもとに作成。
調査始点の 2005 年２月が 987 円 /18リットルであった
のに対し、2008 年１月には1,734 円 /18リットルと高騰
が続いている。

建
設
事
業
だ
け
で
な
く
、
国
県

道
の
除
雪
に
も
多
大
な
影
響
が

生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
原
案
の
と
お
り
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

◇
絵
画
寄
贈
◇

　
平
成
19
年
12
月
27
日
、
元
市

議
会
議
長
を
務
め
ら
れ
た
荻
原

積
さ
ん
（
藤
ノ
木
）
か
ら
絵
画

の
寄
贈
が
あ
り
、
掲
額
式
を
と

り
行
い
ま
し
た
。

山﨑議長　　荻原積氏　　西條副議長


